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北陸農政局

１ 令和８年産の水田における作付意向について（令和８年６月末時点）

農林水産省では、令和８年産の水田における作付意向（令和８年６月末時点）を公表しました。
全国計で、主食用米の作付意向は136.0万ha（前年差－0.7万ha）となり、これを平均的な

単収を用いて計算すると生産量は732万トンに相当し、需給見通しで示している711万トンを
大幅に上回る水準となることが見込まれます。
北陸４県の主食用米の作付意向は、新潟・石川で減少傾向、富山・福井で前年並みとなってい

ます。

農林水産省では、令和８年産の水田における作付意向（令和８年６月末時点）を公表しました。
全国計で、主食用米の作付意向は136.0万ha（前年差－0.7万ha）となりました。
北陸４県の主食用米の作付意向は、新潟で104.8千ha（同－3.8千ha）、富山で33.4千ha

（同－0.3千ha）、石川で21.3千ha（同－0.8千ha）、福井で23.5千ha（同＋0.2千ha）と
なりました。

【全国】

【北陸】

２ 令和7/8年及び令和8/9年の需給見通し

令和８年７月28日に開催された食糧部会では、令和７/８年の需要実績（速報値）や作付意
向調査（令和８年６月末時点）を踏まえ令和7/8年及び令和8/9年の需給見通しを示しました。
令和９年6月末の民間在庫は263～281万玄米トンと見通しています。

２ 水稲の高温対策

向こう１か月の天候の見通し：北陸地方（7/18～8/17）

暖かい空気に覆われやすいため、向こう１カ月の気温は高
いでしょう。期間の前半は、気温がかなり高くなる見込みで
す。

水稲の高温対策

近年、登熟期の高温傾向により、
白未熟粒が多発する高温障害が
頻発したことから、高温耐性品
種の導入や、多様な熟期の品種
を作付けることによって、登熟
期高温の回避に努めましょう。

出穂後の通水管理、収穫前の早
期落水防止等の水管理の徹底

各県から

全国の
作付意向

北陸４県の
作付意向

令和8年産の作付意向（６月末時点）
について詳しくはこちらの二次元
コードからご覧ください。

【令和７/８年の主食用米等の需給実績（速報値）及び令和8/9年の主食用米等の需給見通し】
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【参考】
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１ 米の相対取引価格

←もっと詳細な情報をご覧になりたい方は農林水産省HPへ

https://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/mr.html

もっと北陸の情報をご覧になりたい方は北陸農政局HPへ→

https://www.maff.go.jp/hokuriku/

令和７年産は出回りから令和８年６月までの平均価格、令和６
年産及び令和５年産は出回りから翌年10月までの平均価格

北陸農政局

資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」
注：１報告対象業者は、全農、道県経済連、県単一農協、道県出荷団体（年間の玄米仕入数量が5,000トン以上）、出荷業者（年間の直接販売数量が5,000トン以上）である。

２価格は、出荷業者と卸売業者等との間で数量と価格が決定された主食用の相対取引契約の価格（運賃、包装代、消費税を含む１等米の価格）を加重平均したものである。
３価格に含む消費税は、軽減税率の対象である米穀の品代等は8％、運賃等は10％で算定している。
４加重平均に際しては、新潟は受渡地を東日本としているものを、富山、石川、福井は受渡地を西日本としているものを対象としている。
５相対取引価格は、個々の契約内容に応じて設定される大口割引等の割引などが適用された価格であり、実際の引取状況に応じて価格調整（等級及び付加価値等（栽培方法等））が行われることがある。
また、算定に当たっては、契約価格に運賃を含めない産地在姿の取引分も対象としている。

６報告対象産地品種銘柄ごとの年産平均価格は、当該報告対象産地品種銘柄の出回りから当該月までの相対取引数量ウェイトで加重平均により算定している（７年産は速報値）。
７全銘柄平均価格は、報告対象産地品種銘柄ごとの前年産検査数量ウェイトで加重平均により算定している。
８ 令和６年産米の令和７年３月以降の取引きは政府備蓄米を含む。

２ 米の産地別販売状況（６月末現在）

３ 産地別民間在庫の推移（６月末現在）

資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」
注：１水稲うるちもみ及び水稲うるち玄米（醸造用玄米を含む。）の月末在庫量（玄米換算）の値である。

２出荷段階は、全農、道県経済連、県単一農協、道県出荷団体（年間の玄米仕入数量が5,000トン以上）、出荷業者（年間の玄米仕入量が500トン以上）である。
３販売段階は、米穀の販売の事業を行う者（年間の玄米仕入量が4,000トン以上）である。
４全国欄には産地の特定が出来ない未検査米等を含んでいるため、産地の合計と一致しない。
５令和７年３月以降には、売り渡した政府備蓄米（入札及び随意契約による売渡し分）の数量を含む。

資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」
注：１報告対象業者は、全農、道県経済連、県単一農協、道県出荷団体（年間の玄米仕入数量が5,000トン以上）、出荷業者（年間の直接販売数量が5,000トン以上）である。

２報告対象米穀は、水稲うるちもみ及び水稲うるち玄米（醸造用玄米を含む。）である。
３販売数量は、集荷数量のうち契約のあと実際に卸売業者等に引き取られた数量である。
４全国欄には産地の特定が出来ない未検査米等を含んでいるため、産地の合計と一致しない。
５ 売り渡した政府備蓄米の数量を含む。
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